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八
百
俵
を
生
定
し
、
ゴ
マ
ン
サ
ン

（御
満

腹
）
の
親
鷲
の
命
日
（
十
一
月
二
十
八
日
）

頃
に
山
の
グ
ル
ー
プ
ど
と
に
、
餅
を
っ
き

せ
い

一
杯
の
ご
ち
そ
う
し
て
、
山
じ
ま
し
γ

軒
も
開
業
し
繁
昌
し
た
も
の
だ
。
判
時
創
の
お
祝
レ
を
し
イ咽冬
，ふ
も
り
に
入
る
こ
と

’E
戸
t
h

’、iwA
M

炭
者
は
、
蛭
谷
、
羽
入
、
山
崎
の
人
一
か
多
に
右
之

く
、
春
が
き
て
、
杉
起
こ
し
ゃ
顕
林、

一

こ
の
地
み
の
製
炭
技
術
の
導
入
は
日
が

、
明
治
初
期
に
上
州
（
群
馬
県
）
か
ら

年
の
薪
の
用
意
を
し
な
が
ら
田
ん
ほ
こ
か

か
り
、

「ぜ
ん
ま
い
」
や
「
う
ど
」
な
ど
蛭
谷
の
谷
U
九
左
衛
門
氏
や
ガ
ン
ザ
（
蟹

と
っ
て
い
る
う
ち

に
田
植
が
終
っ
て
、

沢
）
の
爺
さ
ん
た
ち
が
出
か
せ
いき
先
か
ら

「
ゴ
エ
サ
マ
一
（
御
影
後
）
、

「
鬼
遠
段
」

習
っ

て
き
て
急
速
に
普
及
さ
れ
た
ο

そ
れ

過
ぎ
ま
で
、

柳
又
、
北
又
、
笹
小
俣
等
の
ま
で
は
バ
イ
タ
〈
薪
）
切
り
と
朝
日
岳
、

奥
山
へ
同

t
五
人
の
集
団
で
「
ぜ
ん
ま
し
」

田
市
部
み
一
回
の
柴
箪
堀
り
や
ぜ
ん
ま
い
と
り

と
り
に
行
く
者
や
、
県
外
の
製
伐
に
山
か
が
生
活
の

k
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

せ
一
ぎ
す
る
失
婦
、
親
子
も
い
た
が
、
村
で
布
為
転
変
の
製
炭
は
、
線
香
花
火
に
も

炭
焼
く
人
た
ち
は
、
ボ
ツ
ポ
ヅ
炭
窯
の
牟
似
て
、
往
時
二
百
人
前
後
の
製
炭
者
も
転

備
に
か
か
ゐ
。
ま
ず
水
と
木
寄
せ
に
使
利
栄
し
、
現
在
朝
日
町
の
生
胞
は
十
名
前
後

な
場
所
を
選
ん
で
寝
小
屋
を
た
て
、
山
の
で
、

年
間
約
五
千
俵
に
激
減
し
て
、
わ
ず

斜
面
で
は
消
水
寺
の
よ
う
な
さ
敷
を
か

け

か
に
温
泉
、
諸
宵
庁
の
需
要
を
満
た
し
て

黛
の
土
桐
り
を
し
て
、
石
と
粘
土
で
自
分
い
る
が
、
家
庭
用
は
岐
阜
、
大
分
県
や
束

の
能
力
に
応
じ
た
黙
を
つ
く
。
ζ

の
作
業

北
地
方
カ
ら
の
移
入
で
、
一旦
炭
、
石
油
を

は
そ
の
年
の
木
炭
の
良
否
、
生
産
に
大
主
主
と
し
て
暖
を
と
る
傾
向
だ
が
、
そ
れ
で

く
響
く
の
で
、
慎
重
に
苦
心
惨
舶
、
全
知
も
年
間
炭
を
使
朋
し
な
レ
家
陛
は
少
な
く

八
千
一
能
を
傾
杵
す
る
か
ら
、
初
需
を
出
す
ま
朝
日
町
内
「

κパ
ド
で
、
多
い
家
で
二
十

で
一
筒
月
近
く
か
か
る
。

依
、
少
な
く
て
二
t
J一
依
（
平
均
五
依
）

白
炭
な
ら
お
金
前
に
百
俵
も
焼
け
ば
上

と
し
て
も
十
九
日
悦
用
者
を
加
え
て
年
間
四

の
方
、
天
井
を
落
と
し
た
り
、
議
で
私
兵
万
依
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
炎
天
に
灼
熱
の

合
が
悪
か
っ
た
ら
、
遠
慮
な
く
日
が
た

議
出
し
ゃ
雪
下
の
水
窃
せ
の
労
苦
を
思
え

っ
て
泣
き
出
し
た
く
な
る
そ
う
だ
。
そ
れ
ば
、
斜
陽
の
木
炭
に
氷
山
脈
も
な
か
ろ
う
が

で
も
お
設
過
ざ
か
ら
降
百
ま
で
製
炭
の
ピ
広
大
な
山
林
の
盛
宵
な
総
木
と
造
林
批
進

ツ
チ
が
上
が
り
、
雪
降
る
頃
ま
で
個
人
差
が
か
ら
ん
で
朝
U
町
・
政
柴
行
政
の
行
方
に

も

一
か
ら
百
ま
で
あ
る
が
、
一
窯
一
九
百

t
。も
役
多
の
問
題
ル
』
践
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

"' .. 

i今
玄
；を

？ 

木

炭

北
国

の
A』
ー？

水
さ
し
て
鳴
り
や
む
釜
や
福
芳
仲
間
十

丁
子
と
木
を
き
る
音
や
春
の
山

’－
の
句
は
い
ず
れ
も
炭
を
よ
ま
ず
に
炭

に
つ
な
が
る
名
句
で
、
今
は
亡
き
黒
部
市

の
俳
人
、
吉
沢
無
外
（
庄
作
）
氏
の
作
で
、

後
者
は
正
覚
寺
の
煩
間
と
な
っ
て
い
る
。

「
温
故
知
新
」
、
か
つ
て
の
こ
の
地
方
の

名
産

「
木
炭
」

を
諮
り
、
伸
び
ゆ
く
世
代

を
見
つ
め
る
の
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

人
間
様
を
あ
わ
て
さ
せ
た
今
年
の
豪
雪

も、

解
け
て
流
れ
て
は
貴
重
々

エ
レ
キ

（
電
気
〉
と
な
り
、
空
気
中
の
チ
ツ
ソ
か

ら
燃
料
の
ガ
ス
を
生
む
出
肢
は
、
二
十
年

前
（
終
戦
直
後
）
ポ
ツ
ポ
と
尻
か
ら
慨
を

吐
き
、
ガ
ー
が
l
と
功
し
く
木
炭
自
動
車

を
走
ら
せ
た
時
代
は
夢
物
部
り
で
、
木
炭

時
代
の
最
後
の
抵
抗
の
あ
が
き
七
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
頃
を
ピ
ー
ク
に
、

日

本
の
念
願
は
、
武
力
を
放
棄
し
た
平
和
に

よ
る
、
石
油
、
が
ソ
リ
ン
を
確
保
し
て
、

熱
源
の
横
綱

「
木
炭
」
を
見
事
に
土
俵
上

に
ひ
っ
く
り
返
し
た
。

山
林
広
大
な
こ
の
町
は
、
木
炭
生
般
の

町
最
盛
期
に
は
、
十
五
キ

ロ
入
十
万
俵
〈
時

品

価
七
千
万
円
）
を
く
だ
ら
ず
、

山
か
ら
背

摘
中
で
か
つ
が
れ
、
加
味
線
で
出
し
て
、
ゴ

ト

繍

ゴ
ト
鉄
輪
の
荷
馬
車
に
積
ま
れ
、

駅
前
の

d

倉
庫
に
集
荷
し
て
か
ら
貨
車
で
東
京
市
場

へ
送
ら
れ
た。

東
京
市
場
で
は
横
綱、

大
関
と
ま
で
は

い
か
な
い
ま
で
も
、

関
脇
か
小
結
格
で
帽

を
き
か
せ
、
当
地
出
身
者
の
木
炭
店
が
三

-11-

農
地
被
買
収
者
（旧
地
主
）

給
付
金
の
請
求
書
を
提
出

さ
れ
ま
し
た
か

農
地
被
買
収
者
給
付
金
の
請
求
締
切

り
は
本
年
三
月
末
日
で
す
。

先
般
個
別
に
該
当
者
と
思
わ
れ
る
方

に
通
知
い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
請
求

に
な
っ
て
い
な
し
γ

方
が
相
当
数
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
の
で
、
請
求
手
続
等
の

関
係
、
も
あ
り、

で
き
る
だ
け
二
月
末
日

ま
で
に
請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お、

買
収
農
地
の
有
無
が
わ
か

ら
な
い
方
は
調
査
し
ま
す
か
ら
、
農
業

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
朝
日
町
農
業
委
員
会
）
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加藤俊之氏日町助役に朝⑧⑧⑧⑧⑨ 

大
家
庄
区
長

行
政
相
談
員

文
化
財
調
査
委
員
長

マ
な
お
、
同
目
協
議
会
も
開
か
れ
、
朝
日

町
開
発
公
社
の
設
立
及
び
泊
駅
前
町
有
地

の
一
部
を
泊
郵
便
局
移
築
の
た
め
、
敷
地

と
し
て
二
百
十
五
坪
を
金
沢
郵
政
局
に
売

却
す
る
ζ

と
の

二
件
が
了
一
決
さ
れ
た
。

又
、
総
合
開
発
特
別
委
員
会
が
開
か
れ

委
員
畏
に
酒
井
栄
氏
、
副
委
員
長
に
問
凹

緋
作
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
五
選
さ
れ
た
。

朝
日
町
政
の
陣
容
そ
ろ
う

収
入
役
に
は
阿
部
順
三
氏

第

一
一
回
議
会
臨
時
会
が
二
月

一
日
開
か
れ
、
∞
議
案
第
一
号
昭
和
四
十

一
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
市
議
案
第
二
号
朝
日
町

助
役
を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
、
①
議
案
一
第
一－一号
朝
日
町
収
入

役
を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
、
＠
議
案
第
四
号
朝
日
町
教
育
委

員
会
の
委
員
全
任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
、
の
四
件
に
つ

レ
て
審

議
の
結
果
、
補
正
予
算
は
原
案
ど
お
り
可
決
、
助
役
に
は
加
藤
俊
之
氏
、

収
入
役
に
は
阿
部
順
一
－一
氏
、
教
育
委
員
に
は
小
川
弥
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
同

意
さ
れ
た
。

朝
日
町
助
役

加

藤

俊

之

（
宮
崎

一
、
四
四
三
）

大
正
三
年
士
一月
五
日
生
（
臼
才
〉

八
時
歴
V
泊
高
等
小
学
校
卒

新
湊
警
察
署
長

氷
見
警
察
署
長

県
答
本
部
鑑
識
課
長

朝
日
町
収
入
役

阿

部

順

三

（
平
柳
二
一

O）

朝
日
町
教
育
委
員

町指定文化財紹介 （9) ｛；兵思
i業美山

!.. 岡彦兵衛家三代 ；中術 高

間与三右衛門政春の墓 ；雲習撃
沢崎は与三右商門の曽祖文 j監退

：査
所在地伯松林 寺 墓地 f課

岡与三右衛門政春は‘V'-'.r奄和尚の曽係に当り、彦兵衛家三代

のさI主である。

与三右衛門は紙林寺i調基彦之~政保の長子であって、 天和2 { 

年〔1682)5丹、御拶；持人イ村役（代官を併任）の職階で、朝凪町； 地ノ3ーの支配者となっ仁（朝日肘l地点3代目の十村代官である）o i大 i白小南舟 泊費高島 小
与三右衛門は朝日町の十村御用所（十村代官所）を殿町から泊 ；家小川保見郷本山限

i日：：手：中小小背新師 V明川
町（元置数）に移転し、 ｜吋の発展に尽体した。 j公校学学学年国 i臨 色弥

セ氷7年（1710) 11月的役じのるn ’ ；島皇守空警護号卒 雲一
i; I l尚iJ-1；.三疋ii＼翁門政毛ドは朝口町地bの｜－村代官之しJ功績あり、 j長 畏長畏竺 校 f 

； 盤ト 々 月三三
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－ 盟量量睡薗撞鍾謹圃・・・間 ~ 生ー

翠掴匝園田園面軍盟・・E保存す るため指定され J G長
掴・・・E盟置盟盟圃・It.ょ」 ~ ！ ~ 
・・・圃圃圃圃E・・園田.＿酪週 ＜参考〉 ー任任れ
・・圃・・・圃曙薗園田園圃圃・開園mrd . fさ命 、ijijj
圃圃圃圃圃園田－箇箇園 間家の旦那寺である松 ｝れさ新日
置圃・・圃・置圃園田園冨躍盟国園田園園 一 ーまれ教町
量圃圃・園画面画薗圃・・ 林寺に大徳寺 147世のk ；した背教

・・園置圃圃圃圃圃圃圃・圃・・ 伯から、岡彦兵衛「泊彦 ？ち小長育
園 田隈田園－・E ・－ー f 0 J 11に 委
．． 聴器酒田薗圃圃圃圃園田・・・・ 兵衛家初代、 （沢胞の突 と 弥 、員
．． 臨雛量圃圃圃圃圃－圃圃圃圃園面 ：（一新会
・E温園・圃圃圃・圃・・ 兄）」にあてた沢庵に関 ｛教氏しが
・圃圃圃・－ する書状が保管されてし、 イがく 二
盟国園田園圃圃園圃園田園圃E y委選教月
圃圃圃圃・・・圃・E圃・・田園圃圃．． る。 “民ば育．二
・・~・・・圃・・田思議戸誌塗雲、＂＇ ー ＝会れ委日．． 際昭一一一一？男総ぷ：やや 〈教育委員会） { ＇－－＇、負開

主 ~；にか

大
正
二
年
四
月
四
日
生
ハ臼
才
）

教
育
長
に

小
川
弥
一
氏
就
任

八
略
歴
V

投
票
率
七
七
、
六
六
%

衆
議
院
議
員
選
挙

昭
和
四
十
二
和
十

一
月
二
十
九
日
執
行
さ

れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
積
雪
等
に
よ

り
投
票
撃
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
七

七
、
打
六
%
で
、
前
回
〈
一二
十
八
年
）
よ

り
一
%
う
わ
ま
わ
り
ま
し
た
。

各
投
票
区
に
お
け
る
有
権
者
数
及
び
投

票
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
）
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男
105 
349 
104 
647 
297 
188 
497 
1842 
211 
276 
249 
56 
4821 

選挙当日有権者 ｜ 
男女計

130 147 277 
498 512 1110 
152 187 339 
908 1055 1963 
410 496 906 
225 269 494 
720 834 1554 
2300 2813 51 13: 
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287 350 537; 
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65 73 138 
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456 
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円

u
n
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λ
U
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R
J
q
4
n
コG
J
つι円
4
21
4

・RJV

一qU
1
1
R
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乙
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弓
4
q
J
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d
o
O
E
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5
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7
n
2
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3
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ぜ
い
き
ん
の

申
告
は
早
め
に
み
・

固
定
資
産
課
税
台

帳
を
従
覧
に
供
し

ま
す

昭
和
四
十
一
年
中
の
所
得
の
申
告
と
、

所
得
税
の
納
税
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
二

月
十
五
日
ま
で
で
す
か
ら
、
期
限
に
遅
れ

な
い
よ
，
う
平
目
に
申
告
と
納
税
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
か
ら
は
納
税
者
の
皆
さ
ん

の
申
告
手
続
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
町
県

1
1
1
J
民
税
と
事
業
税
の
申
告
を
し
な

mソ
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
申
告
書
が
皆
き
ん
の
お
手

も
と
に
届
く
の
は
ご
月
十
五
日

頃
で
す
。

程
に
よ
り
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

評
価
決
定
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
は
、

三
月
一
日
か
ら
一
一
一
月
三
十
日
の
聞
に
お
い

て
の
み
受
け
つ
け
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。①
縦
覧
の
場
所

＠
縦
覧
の
期
間

朝
日
町
役
場

三
月

一
日
よ
り

三
月
一
一
十
日
ま
で

オ
ー
ト
バ
イ
の

ナ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す

地
方
税
法
の
｝
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

と
、
工
業
標
準
化
法
の
規
定
に
基
き
、
原

動
機
付
自
転
車
の
標
識
が
全
国
一
律
に
統

一
さ
れ
た
た
め
、
町
に
お
い
て
も
、
新
し

い
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
）
を
と
り
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
後
日
、
回
覧
及
ひ

「
あ
さ
ひ
」
一
一
一月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
大
体
、
次
の
要
領
で
と
り
答
え
を
行

な
い
ま
す
。

3てヨ月 1＆日

l 
~前例稔相殺
2月~~ タ2:1'l·nc込υ

g r) 

記

①
と
り
替
え
の
時
期
は
、
一
一
一
月
下
旬

＠
と
り
替
え
の
際
は
、
各
地
区
に
出
向
き

ま
す
。

①
と
り
梼
え
の
手
数
料
等
は
無
料
で
す。

（
税
務
諜
）

源
泉
所
得
税
の
還
付
申
告

を
さ
れ
る
方
へ

確
定
申
告
三
期
分
か
ら

口
座
振
替
え
で
き
ま
す

「
同
税
の
国
念
日
臨
振
体
制
股
」
決
施

以
放
、
大
多
数
の
納
税
者
が
こ
の
方
法
に

よ
っ
て
納
税
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制

度
を
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
確
定
申
告

三
期
分
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
確
定
申
告

分
か
ら
（
希
望
の
方
に
つ
い
て
）
実
施
で

き
る
よ
う
改
E
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
び

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま

す

。

（

魚
津
税
務
署
）

4
Z
＆
訴
手

t 
4失
1 

口口口「1
口口口口LJ
口園田川
a~n円円〔lI 

章、本社替是
調I方告

魚
津
税
務
署
が

移
転
し
ま
し
た

魚
津
税
務
署
庁
舎
は
昨
年
十
二
月
二
十

六
日
よ
り
魚
津
市
北
鬼
江
一
二一

一一
一
番
地
の

一
一
（
魚
憧
高
校
横
、
国
鉄
魚
津
駅
よ
り
徒
歩

約
十
分
〉
へ
移
転
し
ま
し
た
。
（
魚
津
税
務
署
）

⑧一一一一一一……一一一一一一一一一一一一⑧

dz富
山

任意加入で安定した老後を
現在の向氏王子会法では、どの年金にも加入してし、なL、人は強制

JJu人ですが、夫ヵ；f!hの公的年金に1.m入していたり、自分なlJ配偶
者ヵ：、他の年金、又は，E給の受給資格のあるノ＼は任意加入となっ
てし、ますう

このような人たちが任意加入すれば、他の年金と国民年金のf:!,j

）；カ‘ら受給することかでき、又、不主主：にして障害者や母子家庭と

なったl晶子rlよ、その「iカ‘ら障害年金なりほ子年金が受給できます。

各額一年金には、厚生年金の外7種類ありますが、どの年金も、
保険料や［:F¥陀負担に制限されて、配偶者までが安定した老後を送

れるようなイ分なものではありませんつ

ニのような人たちには、せ’ひl云民年金の任意tJ!l入をおすすめし

ます。健五ltで働けるうちに保険料を納め、働けなくなった老後を
豊かで奈し＼，・:1-;'i.::i:-1位こすようにしてくじさし、心力11入の手続きは

簡単一ですカ・ら役場民生課ヘ問~ .合わせてください。

イf［し、明治441rj二4月113以前に生まれた方は該当になりません。

一 （民生課） 一
（年）一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（金）

よだ務M見苦T
f
l
l
L

昭
和
四
十
二
年
一
の
同
定
資

産
税
賦
課
の
基
礎
と
な
る
、
土
地
家
屋
、

及
び
償
却
資
産
の
価
格
決
定
額
を
次
の
日

一
お
早
め
に
と
う
ぞ
／

一

一
今
月
は
固
定
資
産
税
四
期
分
を
一

一

勧

め

る

月

で

す

一

。
源
泉
徴
収
に
よ
る
所
得
税
額
の
還
付
を

’

．

受

け

る

た

め

の

還

付

申

告

替
は

一
月
か

ら
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

。
前
年
還
付
を
受
け
た
人
で
税
務
署
よ
り

関
係
用
紙
の
送
付
を
受
け
た
人
ゃ
、
用

紙
の
送
付
を
受
け
な
い
人
で
あ
っ
て
も

。
給
与
所
得
者
で
四
十
一
年
の
途
中
で
退

職
し
た
人
や
四
十
一
年
分
雑
損
失
、
医

療
費
、
寄
付
金
な
ど
の
控
除
対
象
者
、

あ
る
い
は
配
当
所
得
や
外
交
員
報
酬
に

対
す
る
源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
税
務
署
に
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
れ
ば
、
過
納

税
額
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

。
正
し
い
申
告
書
を
早
く
提
出
し
た
人
か

ら
順
次
支
払
い
を
い
た
し
ま
す
。

。
申
告
書
に
は
、
給
与
支
払
者
の
認
印
の

あ
る
瓶
泉
徴
収
票
ゃ
、
保
険
料
支
払
証

明
書
な
ど
関
係
書
類
を
確
実
に
添
付
し

て
な
る
べ
く
ヰ
く
提
出
し
て
く
犯
さ

、ν
。
申
告
用
紙
の
な
ヤ
方
は
税
秘
密
へ
請
求

し
て
く
．た
さ
い。

。
屯
話
は
川
津
二
日
一

三
七
O
帯
で
す
0

0
担
当
係
は
所
得
税
一
係
と
管
理
係
で
す

，『一u
，『u
n
M
J
M
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力強く新しい門出を：告；簿19回朝日町成、人式－

念
撮
彰
の
あ
と
、
佐
伯
博
泊
氏

の
指
障
で
約
一
時
間
7

オ
ー
ク

〆
ン
ス
を
楽
し
み
、
正
午
全
行

事
を
終
え
た
。（
教
育
委
員
会
）

会

h
V
H
 

国民健康保険だまリ

う

厳

粛

に

第

十

九

回

成

人

式

昭
和
凶
十
一
年
度
朝
日
町
成
人
者
主
百
九
名
を
悦
う
、
第
十
九
州

朝
日
町
成
人
式
は
、
朝
か
ら
吋
の
ち
ら
つ
く
一
月
十
五

H
泊
小
学

校
講
堂
に
お
か
て
厳
蘭
な
雰
四
一点
の
う
ち
に
挙
行
さ
れ
た
。

午
前
十
時
励
行
に
閉
式
、
中

川
町
長
の
式
辞
の
あ
と
、
県
知

事
、
議
会
議
長
、
教
育
委
員

長
、
選
挙
管
理
委
員
長
、
連
合

青
年
団
長
、
連
合
婦
人
会
長

の
、
若
人
の
洋
々
た
る
前
途
を

祝
福
す
る
祝
辞
が
あ
り
、
成
人

者
代
表
折
谷
時
失
君
（
笹
川
）

の
感
激
と
成
人
と
し
て
新
し
く

人
生
に
門
出
す
る
決
意
を
こ
め

た
答
辞
が
あ
っ
て
式
を
終
了
し

た。
引
き
続
き
記
念
行
事
に
移
り

雅
一
穂
会
（
ま
さ
い
ほ
か
い
）

の
琴
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
、
記

一
中
年
の
健
康
法
一

一
日
八
キ
ロ
は

歩

こ

~ 

一
①
大
つ
て
は
い
け
な
い

一

三
十
五
才
を
過
ぎ
た
ら
、
体
重
を
増
さ

一
な
い
よ
う
に
白
太
る
と
い
ろ
ん
な
成
人
病

一
の
擢
思
率
が
急
上
昇
し
、
死
亡
率
一
か
高
く

一
な
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
ろ
よ
い
体
重
は

一
身
長
か
ら
－

O
五
合
引
い
た
キ
ロ
程
度
で

一
す
。

一
②

歩

く

こ
と
が
大
切

一

歩
く
こ
と
は
健
康
上
手
近
か
な
運
動
の

…

一
つ
で
す
。
電
車
、
バ
ス
な
ど
や
め
て
あ

一
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
、
歩
け
歩
け

一
と
一
日
少
な
く
と
も
八
キ
ロ
程
歩
い
て
欲

一
し
い
も
の
で
す
。

A
M司

J

E

一
①
高
血
圧
は
脳
卒
中
の
前
症
状

－
一

ガ

ン
に
前
ガ
ン
状
態
が
あ
る
よ
う
に
、

竺
卒
中
に
も
前
卒
中
の
状
態
が
あ
り
ま
す
。

一
そ
れ
が
高
胤
圧
で
す
。
高
血
圧
の
予
防
は

一
集
記
け
で
な
く
、
生
活
改
善
、

こ
と
に
食

一
壌
を
少
な
く
し
た
食
生
活
や
、

一
日
八
時

一
聞
の
熟
睡
、
精
神
の
安
静
が
大
切
で
す
ω

甲
③
澗
の
飲
み
方
が
問
闇

男
性
は
職
場
で
の
戦
い
で
、
い
ろ
い
ず
つ

ス
ト

ν
ス
（
欲
求
不
満
）
か
ら
館
山
肌
へ
の

悪
影
糠
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ス

ト
ν
λ

解
消
に
は
、
ア
ル
コ

1

山げが
大
会

な
役
割
り
を
果
た
し
ま
す
。

大
酒
の
み
で
は
い
け
な
い
が
、
一

日
に

日
本
酒
で
ご
合
、
ウ
イ
ス
キ

ー
は
一
合
、

工争
E宇

E争

〈
写
真
V

左
よ
｜
力
強
く
進
み
ま
す
と

成
人
者
代
表
の
答
辞

友
1

〆
ン
ス
を
楽
し
む
成
人

者
た
ち

工ト

E手

* 
i-'r 
-t;( 

{I 

ピ
l

h

t
川
崎
川
泊
胤
．
一
本
ま
で
〔
什
仲
間
に

よ
っ
て
も
必
う
が
）

、
そ
し
て
柄
の

A
に

は
チ
1

．λ
、
わ
－
ゾ
々
と
と
れ
ん
川
い
よ
う
γ

し
ま
す
。

①

ガ

ン

は

uT期
発
見

四
十
才
を
ニ
え
る
と
急
に
グ

ン
死
亡
率

か
高
く
な
り
ま
す
ら
カ
ン
の
初
期
低
状
を

知
っ
て
い
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
定
期

的
な
ガ
ン
検
診
を
受
け
る
の
が
最
良

で

す
。
＠
年
に
一
度
は
心
電
図
と
限
底
検
査
を

少
な
く
と
も
年
に

一
回
は
心
電
図
、
眼

底
検
査
と
、
尿
た
ん
ぱ
く
検
盗
を
行
な
い

動
脈
硬
化
を
日
T

く
み
つ
け
、
円
十
く
治
療
し

た
い
も
の
で
す
。

l図！
？書：
母；新，
ij ti): 
E；案 ：司．

館：内：

野

ざ

ら

し

の

歴

史

若

杉

慧

傾

け

る

海

井

上

靖

日
本
の
石
西
日
本
編
全
国
樹
石
会
編

医

者

の

商

魂

田

村

理

一

母

と

子

の

泊

分

間

読

書

綜

嶋

十

幸

せ

に

な

り

た

ヤ

長

内

栄

子

赤

ひ

げ

診

療

山

本

周

五

郎

大

平

洋

戦

争

上

下

児

島

翼

青
年
の
山
脈

村

上

兵

衛

徳

川

の

夫

人

た

ち

占

康

信

子

渓
疏
川
と
海
の
釣
り

出

燃

集

英

治

高

校

生

文

学

散

歩

間

間

仏

誕
浪
人
案
内
上
中
下
山
手
樹

一
郎

支
那
派
池
筑
か
く
戦
え
り
山
市
崎
消
隙

カ
タ
テ
W

の
作
り
方
日
本
バ

ー
テ
ン
〆

こ
ん
な
家
を
建
て
よ
う
西
納
通
降

絵
で
み
る
初
年
後
の
日
本
林

雄

二

郎

山
と
渓
谷
社

カ
ヲ
1
日
本
の
山
々

ヲ
『

u
a
a
・nH
M

υ
打
、y
o

二
ト
、
”
は

F
K

ムド
U
品
l

，

a
v
i
J

S附

M
M内
山
れ
め
の
b
d
ば
り
、
日比
時
間
の
緋

似
な
と
り
血
川
合
上
げ
ゐ
大
敵
で
す
。
本

一
六
や
ヤ
ク
ル
ト
、
昨
川
来
な
ど
多
く
と
り
、

紙
朝
身
ど
ま
っ
十
一
時
間
に
排
便
す
る
よ
う
習

慣
づ
け
る
こ
と
か
肝
心
で
す
。

①

塩

分
J
V
一
減
ら
し
た
食
事
と
新
鮮
な
果

物
を

塩
分
を
多
く
と
る
と
血
圧
に
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。

味
は
う
す
味
と
し
、
ビ
タ
ミ
ン

の
多
い
新
鮮
な
果
物
止
を
沢
一山
食
べ
る
こ
と

で
す
。
以
上
8
カ
条
を
よ
く
守
っ
て
、

人
生
を

長
く
楽
し
く
生
き
ま
し
ょ
う
。〈民
生
課
）

親世日 京
が相本の
し叫の昧
つ相お日
け談ん 記
でな
迷
う
と
念

、読小佐舟 利雌竹 角大結結水永安田藤品 山近国

雲学賀橋需 原 森田野域滅声井部辺原 川 ロ警分
間一 塑 審ー房 昌昌光龍 義昇岩孝 大綾

社館替ー祐爾男 子 力治治子男雄一市子 瞳郎子

下

機

関

関

西

商

法

ス
タ
ミ
ナ
新
指
圧

他
人
の
帽
子

雪

の

喪

章

甘

レ

季

節

女

の

艦

日
本
の
諜
．
長

ア
マ
ゾ

ン
の
秋

社

長

の

頗

赤

い

殺

意

事似
品

燭

恐

喝

原
色
日
本
の
美
術

2
回

東

京

百

年
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して表彰

ひ

泊青級県優良青年学級と

さあ（震？話錫討）第1お号(5) 

成
人
の
白
記
念
表
彰
、
富
山

県
優
良
青
年
学
級
と
し
て
、
泊

青
年
学
級
が
、
過
去
＝
年
間
の

充
実
し
た
学
習
展
開
を
認
め
ら

れ、

こ
の
ほ
ど
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
泊
青
年
学
紐
は
、
こ
れ
か
ら

の
青
年
学
経
は
、
過
去
の
よ
う

な
ぞ
の
場
的
な
学
習
で
は
行
き

詰
ま
っ
て
し
ま
う
左
、
昭
和
四

十
年
度
か
ら
、
学
級
生
の
声
を

も
と
に
、
学
習
主
題
を

「
よ
き

社
会
人
と
な
る
た
め
に
」
と
定

め、

「
明
る
い
人
間
関
係
」
、

「
法
律
と
生
活
」

、
「
政
治
と

生
活
」
「
生
活
と
こ
と
ば
」
と

順
を
追
っ
て
掘
り
下
げ
、
四
十

一
年
度
は
、
そ
の
目
標
を
さ
ら

に
深
め
る
た
め
に
、

「政
治
と

生
活
」
「
環
境
衛
生
」
、
「
経

済
生
活
の
設
計
」

「家
庭
の
人

間
関
係
」
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ

ら
を
系
統
的
に
結
び
つ
け
た
学

習
を
展
開
し
て
き
た
。

運
営
の
方
法
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
そ
の
学
習
展
開
は
、
県

下
に
も
あ
ま
り
例
を
み
な
い
す

ば
ら
し
い
も
の
で
、
今
後
の
帯
同

年
学
級
の
新
し
い
方
向
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。

中
野
泊
公
民
館
長
や
関
係
者

の
意
見
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
泊
青
年

学
級
の
姿
が
、
四
十
一
年
度
か

ら
町
内
の
他
の
青
年
学
級
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

こ
の
意
味
で
も
泊
青
年
学
級
の

功
績
は
大
き
い
。
（
教
育
委
員
会
〉

体

協

？ミ

よ

り

マ
第
六
回
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l
N
大
会

が
、
一
月
一
一
一
日
泊
高
校
体
育
館
に
お
い

て
行
な
わ
れ
、
男
女
と
も
泊
一
区
が
優

勝
し
た
。

マ
第
八
回
朝
日
町
民
柔
道
大
会
が
｝

月
二

十
二
日
桜
町
公
民
館
で
行
な
わ
れ
、
泊

三
区
が
二
対
一
で
五
簡
庄
地
区
を
破
り

慣
勝
し
た
。

一

マ
ス
キ
1
コ
l
ス

始

ま

る

一

…

昭
和
四
十
一
年
度
朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ

一

一
教
室
最
後
の
種
目
、
ス
キ
1
コ
1
ス
は

…
町
内
一
般
勤
労
者
を
対
象
に
一
月
二
十

州

一

一
八
日
三
峰
ス
ャ
ィ
1
場
で
開
議
さ
れ
た
。

川－

一

一

1
ノ

同

コ

l

ス
は、

一
月
二
十

濁

一

一

（
室

）
八
二
干
九
日
二
五
十

7

M

一

一

／
司
、
十
一百
の
四
日
間、

地
の
原

鋼

一

一

ヘ
時
抗
J

4

・
民
宿
し
な
が
ら
行
な

わ

れ

輪

一

一

戸
い
＼
る
も
の
で
、
指
導
者
側
で
は

，
一

三

＼
川

ノ

最

近
の
ス
キ
l
プ
l

ム

の

中

三

日一

f
Nい＼

で
、
基

本

的

な

技

術

を

身

に

静

－

・

拙
温
咽

・

｝一

＼
パ
ノ

つ
け
た
、
安

全

な

滑

り

方

を

翻

一

－一

f

－
L

習
得
し
て
も
ら
お
う
と
指
碍

繍

一

三

＼
／
に
も
勲
一
か
入
り
、
受
講
者
＝
一

と

ご

（
ポ

）
十
七
名
は
、
初
級
者
、
中
級

F

一

－一

川
ハ
者
、
普
及
者
ク
ラ
ス
の
三
つ

一

一一

（
ス
）

に
分
か
れ
て
熱
心
に
練
習
、

…

・
…
／
（
＼
夜
の
映
画
を
中
む
と
し
た
座

－一

学
で
も
熱
心
に
J
F

毛
を
と
っ
て
い
た
。

な

お
、
十
一
月
一－
百
か
ら
、
笹
川
地

…

士

指
導
講
師
は
町
内
の
日
本
ス
キ
1
連

区

の
青
少
年
を
対
象
に
開
講
さ
れ
た
バ
一

・
．

，

I
ス
は
、

｝
月
二
十
二

町

四
一
斑
準
指
滋
員
と
朝
日
ス
キ
1
ク
ラ
プ
員

－・

日
に
、
一

月
十
日
か
ら
十
二
日
間
、
五

一

－一

L

W

‘
〆

温

怒り

．

占
’

司

コ
－

m
簡
庄
地
区
の
小
中
学
生
念
対
象
に
、

桜

一

士

』

戸

町
公
民
館
で
開
講
さ
れ
て
い
た
柔
道
コ

…

士

…

…

1

ス
は
二
十

一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
終
了
し
…

H

M

H

た

。

一

日．

）

一

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
の
成
巣
は
す
ば
ら
一

土

一ー
し
く
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
は
、

い
ま
ま
一

－一

一

で
町
民
大
会
に
入
賞
し
た
こ
と
の
な
か

一

』
一

っ

た

笹

川

地

区
が
、
男
子
二
位
、
女
子

一

の
酒
井
栄
氏
の
回
答
の
う
ち
、

＠
の

一

一

位

と

な

る

ほ

ど

に

腕

を

あ

げ

、

柔

道

一

「さ
小
し
く
と
か
」
と
あ
る
を

「
き
小

一

に

お

い

て
も
開
講
の
と
き
の

へ
ツ
ピ

リ

…

レ
ト
レ
レ
」
に
。

一

腰
が
、
閉
講
の
紅
白
勝
披
戦
で
は
、
と
一

マ
五
頁
「
国
民
健
康
保
険
だ
よ
り
」
二
十

一

て

も

小

学
校
三
・四
年
生
と
は
思
え
な

一

一
行
自
の
、
「
初
期
ほ
ど
症
状
が
出
揃

一

い
よ
う
な
試
合
ぶ
り
を
展
開
し
、
指
導
一

い
ま
す
か
も
」
と
あ
る
を
、
「
初
期
ほ

一

者

を

驚

か

せ

て

い

た

。

…

ど
症
状
が
少
な
く
、
日
時
が
た
つ
ほ
ど
一

症

状

が

出

揃

い

ま

す

か

ら

」

に

。

一

－

マ
第
十

一
田
町
民
ス
キ
l
大
会

期
日
二
月
十
二
日
（
臼
）
牛
前
十
時

荒
天
の
場
合
十
九
日
〈
日
）

会
場
三
峰
ス
年
1
場

積

回

小

・中
・
一
般
高
校
の
部
男
女
大

回
転
（
地
区
対
抗
）

マ
第
十
三
回
町
民
卓
球
大
会

期
日

二
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時

会
場
泊
高
校
体
育
館

男
女
団
体
戦
、
個
人
戦

（
朝
日
町
体
育
協
会
）

献
暗
闘
「
溺
木
」
が
最
優
秀
賞

県
青
年
団
情
宣
コ

富
山
県
教
育
委
員
会
、
富
山
県
青
年

団
協
議
会
主
催
の
青
年
団
情
宣
活
動
コ

ン
ク
1
山
げ
が
一
月
二
十

一
日
行
な
わ
れ

大
家
圧
校
下
青
年
団
発
行
の
機
関
誌

「
萌
木
」
（
も
え
ぎ
）
が
機
関
誌
、
新
聞
総

合
の
部
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
、
新
聞
の

部
で
も
同
校
下
背
年
団
発
行
の
「
間
報
」

が
第

一
位
を
占
め
ま
し
た
。

大
家
庄
校
下
背
年
聞
は
毎
月

－
閉

「
団
報
」
を
発
行
し
、
団
員
の
意
見
の

交
流
を
は
か
る
か
た
わ
ら
、
年
末
に
機

関
誌
「
萌
木
」
を
発
行
し
、
一
年
間
の

活
動
の
成
果
を
ま
と
め
あ
げ
た
努
力
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
朝
日
町
連
合
青

年
団
と
し
て
は
昨
年
度
の
泊
段
下
部
門年

団
機
関
誌
「
馬
鼠
」
に
続
い
て
、
連
読

お

び

わ

本
紙
一
月
号
（
第
一
一
一一
七
号
）
に
次
の

間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し

お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

記

マ
四
頁
「
朝
日
町
議
会
議
員
誌
上
登
壇
」

ン
ク

l
JI,.. 

で

二
回
目
通
算
四
回
目
の
快
挙
で
あ
る
。

（
朝
日
町
連
合
青
年
団
）

八
写
真
H
一一一
婚
で
の
ス
キ
l

コ
ー
ス
V

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

柔
道
コ

l
ス
終
る

〈
教
育
委
員
会
）
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稲
作
の
生
産
性
を
高
め
よ
う

ー

鍵
苗
の
育
成
に
特
に
注

意

｜

ひ

わ
が
国
の
食
糧
自
給
率
は
、
昭
和
三
一
十

三
年

t
三
十
七
年
で
八
七

t
八
八
%
、
三

十
八
年
八
一二
%
、
三
十
九
年
八

一
%
と
年

々
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
最

低
八
O
%
の
確
保
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
全
国
的
に
増
産
運
動
が
展
開
さ
れ
、

富
山
県
で
も
二
割
摺
産
を
目
標
に
、
稲
作

の
生
産
性
を
高
め
る
手
段
と
し
て
、
基
盤

整
備
と
機
械
化
が
お
し
進
タ
ら
れ
、
そ
れ

な
り
に
成
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
更

に
強
く
反
収
の
増
加
が
要
請
さ
れ
て
い
ま

す。
稲
作
の
生
産
性
を
他
作
目
と
比
較
し
て

み
ま
す
と
、
労
働
一
時
間
当
り
の
報
酬
で

は
み
か
ん
（
三
五
二
円
）
に
次
い
で
二
位

〈
一
七
円
円
）
に
あ
り
、
所
得
率
で
は
た

ば
こ
（
七
二
、
九
%
て
み
か
ん
（
七
一ニ、四

%
）
と
並
ん
で
高
位
（
七
一一、

一一
一
%
）
に

あ
る
が
、
稲
作
の
近
代
化
を
は
か
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
生
産
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

稲
作
反
収
を
高
め
る
方
領
と
し
て
次
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

［
収
量
を
一
挙
に
高
め
る
こ
と
は
閑
難
で

あ
り
、
自
槽
を
た
て
て
、
一
歩
一
歩
高

め
て
ゆ
く
工
夫
が
必
要
。

又
、
多
収
獲
の
例
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

個
人
又
は
集
団
で
の
土
地
改
良
は
、
今

後
と
も
特
に
必
要
で
あ
る
。
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2 月 保 儲

衛生 事業

マ
成
人
病
検
診

同

日

日

時

t
日
時

（境）

引
日
日
時
加
分

1
同
時
月
山
公
民
館

（
月
山
）

マ
乳
児
健
康
相
談

同
日
日
時
！
日
時
伯
公
民
館

（
五
箇
庄
、
笹
川
、
宮
崎
、
南

保
の
一
部
）

幻

日

目

時
j
目
時
泊
公
民
舘

（泊）

白
日
目
時
初
分
j
店
時
泊
公
民
舘

（泊）

幻
日
日
時
泊
分
l
一
口
附
大
家
庄
農
協

（
大
家
正
）

マ
佐
婦
検
診
及
び
母
親
学
級

げ
日
日
時
叩
分
、
1
日
時
旧
保
健
所

マ
歯
科
検
診

印
日

叩
時
叩
分
、

f
m時
叩
分

境
連
絡
所
（
境
地
区
）

境
連
絡
所

健
全
な
人
ゆっ
く
り
は

健
全
な
姫
婦
か
ら

朝
日
町
母
親
学
級
開
設
計
画

最
近
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
、
人
間
持
軍

は
、
基
本
は
や
は
り
憧
全
な
臨
婦
と
云
え

ま
す
。町の
コ
一カ
年
聞
の
母
子
衛
生
の
統
計
を

み
ま
す
と
、
新
生
児
死
亡
率
こ
そ
減
少
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
未
熟
児
出
生
、
先
天

性
脱
臼
は
わ
ず
か
な
が
ら
槽
加
の
現
状
で

す。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
母
親
の
知
識
巳
よ
っ

て
予
防
で
き
、
そ
こ
で
朝
日
町
で
は
、
佐

婦
の
母
子
衛
生
知
識
普
及
を
図
り
、
健
全

な
子
を
生
み
、
健
康
で
丈
夫
な
子
を
育
て

る
こ
と
に
役
立
た
せ
る
た
め
、
こ
と
し
も

七
力
月
聞
を
通
じ
て
、
母
親
学
績
を
次
の

内
容
で
開
設
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

記

雄
婦
生
理
（
二
月
）
、
佐
娠
中
の
保
健

街
生
（
三
月
）
、
能
産
婦
、
授
乳
婦
の

栄
養
（
四
月
）
、
お
産
の
準
備
｜
赤
ち

ゃ
ん
の
衣
類
（
一九
月
）
、
分
娩
の
経
過

及
び
産
じ
よ
く
期
（
六
月
）
、
赤
ち
ゃ

ん
の
観
察
と
入
浴
（
七
月
）
、
家
族
計

画
と
受
胎
調
節
（
八
月
）

※
い
ず
れ
も
、
毎
月
第
三
金
曜
日
、

午
後

一
時
か
ら
二
時
ま
で
泊
保
健
所
で
行
な

い
V

ま
す
。
変
更
の
場
合
は
、
そ
の
都
度

本
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
民
生
課
）

一
い
よ
い
よ
待
望
の
自
動
化

町
民
各
位
待
望
の
、
電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル

式
切
替
え
は
二
月
二
十
五
日
か
ら
行
な
わ

れ
ま
す
。

一
、
磁
石
式
電
話
を
持
っ
て
お
い
で
に
な

っ
た
方
は
午
後
J

一時
か
ら
。

一
、
新
た
に
電
話
を
お
取
り
に
な
っ
た
方

は
午
後
四
時
か
ら
。

な
お
、
朝
臼
町
の
代
表
番
号
は

「
O
七

六
五
八
」
で
す
。
（朝
日
電
報
畦
話
局
〉

印編
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六

円


